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　「ポルシェはいつから電気自動車をつくって

いると思いますか」

　ポルシェ初のフル電動スポーツカー、タイカ

ンを専属インストラクターの運転によるデモン

ストレーションラップで体験した後、EVカー

講座で誕生の背景を聴いた。

　実に 100 年以上も前からポルシェは電気自

動車にチャレンジしているのだそうだ。それほ

ど遡るとは思わなかったことと、理由にも驚き

と発見があった。

　1898 年、最初の EV カーである２輪駆動

電気自動車ローナ・ポルシェが誕生した当時、

街はエンジン音が賑やかな自動車ばかりで、

騒 し々かったそうだ。そこで、静かでエレガン

トな車をつくったというのが EVカー誕生のワ

ケだった。

　昨年 10 月に世界で９番目、日本では初めて

オープンした「ポルシェ・エクスペリエンスセ

ンター東京」（PEC Tokyo）では、特殊なコー

スでポルシェの機能性を思う存分に体験する

ことができる。PEC Tokyo で行われた「女

性ドライバー向けイベント Driven Female 

Program」では、加速の滑らかさと安定した

操作性など身をもって感じられるほかに、講

座でのインプットもある（参照記事＝７p）。プ

ログラムを企画した担当者の女性は、「新しい

ことを知りたい」という探求心を構成に組み

込んだという。

　身体と頭とで集中して体験した最新の技術

を、好奇心と探究心の強い参加メンバーと共

有して、ファン心理というものの感触を掴んだ

インパクトのある時間だった。

（表紙写真提供：「ポルシェ・エクスペリエンスセンター東京」（PEC Tokyo））

展示会開催宣言！
一般社団法人 
日本エレクトロニクスショー協会
Inter BEE ディレクター

小田 佳代子さん

Idea+
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　NFT・ブロックチェーン・ 3DCG・XR・web3、メタバー
ス。オンラインイベントの時代を経て進化してきた映像によ
る体験提供。いよいよ会場でイベントが開催できるようになっ
てきたいま、以前の姿に戻るのではなく、どう進化していく
のか。最新の技術や実用化、各社の取組みを紹介し、また現
在の課題と未来予想図を考える。

　来春放送の NHK 連続テレビ小説「らんまん」で、神木隆之介が演じる主人
公のモデルとなった天才植物学者牧野富太郎博士。その故郷の高知城をキャンパ
スに、彼の精緻な植物画と同時代を生きた世界のアーティストの作品が融合、投
影される。演出を手がけた㈱タケナカの長崎英樹さんにうかがった。

Art＋ 高知城 ひかりの花図鑑
- 牧野富太郎と植物を愛した画家たち -
 

没入感高める明確な演出意図と技術のバランス

どこにもない、ここだけの
絵画を体験する映像

　12 月 2 日から来年 1 月 29 日まで、「Art+ 

高知城 ひかりの花図鑑 - 牧野富太郎と植物

を愛した画家たち-」が実施される。高知城は、

江戸時代以前に建造された現存 12 天守の１

つで、本丸の建物がすべて残る唯一の城。近

年はイルミネーション＆プロジェクション

マッピングが実施され、日本三大夜城として

も知られる。

　日本植物図鑑を出版した牧野博士の線画は

学者ならではの観察眼と精緻な描写で、美術

書として現在も愛好する人が多い。「博士の

事績を紹介し、植物の美しさ、ゴッホやモネ

の絵画の芸術性、それらをデジタルコンテン

ツの楽しさで繋ぎ、『どこにもない、初めて

見る、高知城だけ』の体験を提供するのが私

たちの役目」とプロデューサーの長崎英樹さ

んは語る。

　観光客が城を訪問した後に、アートや植物

のことを好きになるのがゴールだ。

演出意図を正確に再現し
無意識下にストーリーを
　植物という動きの少ないもので、見る人を

没入させるには、よみうりランドのフラワー・

パーク「HANA・BIYORI」での経験が活

きた。

　映像や音響技術の前にまず「どう動かして、

どう見せるか」と演出意図を明確にする。そ

れを細部まで正確に再現する技術が、見る人

を違和感なくコンテンツの世界に引き込む。

来場者は本丸の各所でそれぞれのコンテンツ

を体験する。ホログラムや、インタラクショ

ン、霧に映像を映す、没入感の高い空間など

多様なしかけで、牧野博士や世界の画家の

コーナーを体験しながら、植物の画像をアプ

リで収集。映像を生成したり、記念写真を撮っ日本三大夜城の高知城に投影

 イベントの映像 新しい挑戦Idea+

12 月 2 日から開催される「Art ＋ 高知城ひかりの花図鑑 - 牧野富太郎と植物を愛した画家たち -」
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地域特集

次の 11 月 30 日号で特集します

22 年 12月 28 日号 社内イベントとエンタメイベント
23 年 1 月 31 日号 BACKSTAGE2023 の歩き方
23 年 2 月 28 日号　空間ディスプレイ特集
23 年 3 月 31 日号 イベント会場特集
23 年 4 月 30 日号　SDGs 実行白書 - イベント編 / 映像特集 
　広告出稿の問合せはこちら▷株式会社 MICE 研究所  
                                    info@event-marketing.co.jp　        （担当：田中力）　　

からの大事なお知らせ

実は企業戦士なんです、ワタシ♥
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９月 18 日、「世界最大級の光の祭典 VIVID SYDNEY の裏側に迫
る － フェスティバルディレクター講演決定 !!」として、六本木アカデ
ミーヒルズで「VIVID SYDNEY」フェスティバルディレクター 
Gill Minervini さんの講演会が開催された。今年 250 万人が訪れ、
2019 年にはニューサウスウェールズ州に 1 億 9700 万ドル（約
２５５億円）の経済効果を与えた「VIVID SYDNEY」の舞台裏を語っ
た。成果を上げ続けている海外事例から成功のヒントを学ぶ。

海外事例に学ぶ 

VIVID SYDNEY の舞台裏

たり、自分だけの植物図鑑ができあがる。

　屋外の音響は、風など外部環境を考慮しな

ければならない。音の発生する位置や方向、

音圧を微調整しながら質の高いイマーシブ

オーディオを活用。別のコンテンツの音が干

渉してしまうと、どんな音もノイズになる。

　順路の最後は天守閣に投影するプロジェク

ションマッピング。誘導アナウンスはなく。

人が自然に流れていくのは、演出によるス

トーリー性。

　映像の視点移動が大胆になったり、楽器の

編成は徐々に厚く、打楽器の音も力強くなり、

クライマックスに向かっていることを感覚に

訴える。フィナーレは牧野富太郎が愛した植

物の絵を画面全体に展開。そこから静寂のエ

ンディングで、来場者が満足感を感じる時間

をつくる。

　大切なのは、“ 演出 ” を感じさせないこと。

違和感をなくす細部へのこだわり、演出と技

術の調和とバランスが、リアルイベントの映

像で最も進化したポイントではないか。

　講演に登壇した「VIVID SYDNEY」フェ

スティバル・ディレクター Gill Minervini （ギ

ル・ミネルヴィーニ）さんは、９月に東京で開

催した光の祭典「TOKYO LIGHTS2022- プ

ロジェクションマッピング国際大会 -」の審査

員 と し て 来 日。 講 演 会 で は TOKYO 

LIGHTS2022 実行委員会副委員長兼国際大会

総合プロデューサーの石多未知行さんがモデ

レータを務め、イベント・映像関係者、地域

ブランディング・観光業・ナイトエンターテイ

ンメント関係者などが参加。国際的イベント育

成や地方創生など、同じ課題に向き合うクリ

エイター、ステークホルダー同士で、濃厚な

時間を共有した。

　ギルさんは 2021 年に「VIVID SYDNEY」

ディレクターに就任。2020・21 年はコロナ禍

で中止となり、今年が初ディレクションとなっ

た。講演会では、「VIVID SYDNEY」の歴

史や目的、250 万人の来訪で、成功裡に終え

た今年の実施内容や将来的なプランについて

語った。

印象深い２つのメッセージ

　「VIVID SYDNEY」が 2009 年に第１回を

スタートした際には、オペラハウスにプロジェ

クションマッピングをするローカルイベント

だったというが、現在では南半球最大の光の

祭典となり、成長し続けている。講演では、アッ

プデートを重ねた上でいまがあるという多くの

気づきが散りばめられていた。なかでも印象

深かった２つのメッセージを紹介する。

「常に新しいことを用意すること。『前回とは違

う』をリピーターに提供するため、アクティビ

ティやアーティスト、パートナーの一新を含め

必要です」（ギルさん）

　例えば、毎年新しいベニューの開発をして

おり、今回は 22 の新規ベニューが加わってい

る。「100 年以上使われていないトンネルでの

レーザーショーを実施するのに、説得に１年か

かりました」と話す。

　もう一つは「主催者の意見も聞くけれど、

最終的なイニシアティブはディレクターである

私がとります。もちろん、使ったコストより収

益を上げていますからね（笑）」（ギルさん）

　「VIVID SYDNEY」の主催者はニューサ

ウスウェールズ州。大規模イベントになればな

るほど、自治体やスポンサーなど関わる数も増

え、多くの意見や要望を取り入れながら進め

ることの難しさは世界共通だ。でも、さらりと、

イベントデザイナーの責任として、結果へのこ

だわりと権利の行使への意思を感じた一言

だった。

　元々、観光的にローシーズンであったシド

ニーの冬の夜に、人を集めるには？という課題

から始まった「VIVID SYDNEY」。コロナ禍

前の 2019 年を上回る来場者を今年集めたジル

さんから次回プランを聞いて、「次はどんな新

しいことを仕掛けるんだろう」と彼女のアイ

ディアにいまから期待してしまったのは、きっ

と私だけではないだろう。

さまざまな映像演出を楽しめる

城のあちこちにあるコンテンツを巡る

開催概要
「Art+ 高知城 ひかりの花図鑑 
- 牧野富太郎と植物を愛した画家たち -」

会期： 12 月 2 日〜 2023 年 1月 29 日
時間： 各日18:00 〜 21:30（21:00 最終入場）
会場： 高知城・高知公園（二ノ丸・三ノ丸）
入場料： 通常 大人 1,000 円、中高生 700 円、
 小学生 500 円

シンユニティグループ
㈱タケナカ　
専務取締役

長崎 英樹さん

「VIVID SYDNEY」フェスティバルディレクター Gill Minerviniさん

TOKYO   LIGHTS 11月に再開催
台風の影響で 9 月開催の一部日程が中止となった

「TOKYO LIGHTS 2022」は11月11日〜13日に明
治神宮外苑 聖徳記念絵画館 及び 明治神宮外苑 総合球
技場軟式球場にて再び開催されることが決まった

「VIVID SYDNEY 2022」では、50のライティング、34の光のインスタトレーション、12のプロジェクションマッピン
グが街全体を彩る8kmにおよぶナイトウォークを制作。街を光のキャンパスに見立て、光と音楽、創造性を融合させたイ
ベントに250万人が訪れた

数字でみる「VIVID SYDNEY 2022」

・来場者：250万人（2019 年比 7.5%上昇）
・オープニングナイト来場者：14万人
・「VIVID SYDNEY」会期中に食事をした人：210万人
・公式サイトへのアクセス数：270万
・ボランティア参加人数：1万1000人（18〜89才）

VIVID 

SYDNEY

TOKYO   

LIGHTS
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シーマ / KAIROS

 IP 化で変わるイベント映像の現場

ヒビノメディアテクニカル

制作・演出向上しリアル会場は大型映像化

「この一瞬がつながる」がコンセプトの

KAIROS の活用で、イベント映像の現場に新

たなワークスタイルをもたらす。

　これまではカメラとレコーダーを HDMI や

BNC ケーブルで繋いで映像信号を送っていた

が、IP 化すると普段 PC で使っているイーサ

ようになった。スタッフの配信スキルは目に見

えて向上していった。

　オンラインでは、会場デザインや演出など

映像に依存する部分が増えるため、イベント

全体の制作を手がけることが増えた。そこで

見えてきたのが、表彰式やセレモニー系の催

事の建付けが、オンラインでは大きく変わるこ

とだった。

　リアル開催では、ステージ上も観客席も、

いるのは招待された成績優秀者。お互いを讃

え合う熱気で会場を包み込む。オンラインで

は関係者すべてが参加するため、「あの人と一

緒に仕事をしてみたいな」、「あの人のようにな

りたい」という憧れを抱かせるため、様々な企

画を駆使して、臨場感と豪華さを表現し演出

する。多くの人が想いを共有するためにメッ

ネット（LAN）ケーブルで接続してインター

ネット通信でデータを送る。プロ品質の撮影・

編集・配信をソフトウェア上で行う。

　イベント会場や撮影現場の機材を PCと周

辺機器をつなぐように、施工時間を大幅に短

縮。夜中の施工も多いイベントの映像スタッフ

や会場側の負担が大幅に改善できる。映像規

格の制約がないので、保有する機材を有効活

用できるのも大きなメリットだ。

　そもそもスタジオや会場に機材やスタッフ

が集まる必要もなくなる。IP やクラウドを経

由してそれぞれの機材・スタッフを繋げば、

現場には照明とカメラだけでもいい。ディレク

ター、スイッチャー、オペレーションスタッフ

は、控室にいても操作が可能だ。自宅でも日

本全国、いや海外でもいい。リモートワーク

が映像の現場でも実現する。

　ソフトウェアプラットフォームのメリットは

ITベースで自由度が高いこと。その１つがハー

ドウェアに依存しないマルチレイヤー構成。テ

レビ放送では、テロップや文字情報など画面

を構成するレイヤーは 10 以上になることも多

い。ハードウェアスイッチャーなら１台で４レ

イヤーなどといった制限（ME 数、KEY 数）

セージや、コメントを事前収録したり、映像で

分かりやすく表現することが増えた。映像制

作の仕事もすることが増え、また新しいスキ

ルを習得した。

　昨年の秋からリアル開催の現場が少しずつ

戻ってきた。昨年オンライン配信で行ったコン

テストイベントでは、臨場感と豪華さを表現し

た企画を制作し、舞台や花道など AR や xR

技術を使用して映像演出したが、今年はリア

ル開催。舞台装飾や照明やレーザーなど特殊

効果のコストがかかり、演出機材を天吊りする

会場も必要となる。予算と効果の兼ね合いが

難しい。

　その選択肢の一つとなるかもしれないのが、

大型 LEDビジョンだ。ヒビノメディアテクニ

カルでは、このほど 2.3㎜ピッチの高精細屋内

用 LED パネル 300 インチ、床用 LED パネル

200 インチ分を追加導入した。壁面全部を映

像にして自由に舞台チェンジをしたり、タテ型

に組んで等身大にすれば実際の演者と映像を

入れ替える演出も可能。投影映像が登壇者に

があり、スイッチャーを複数台繋がなければ

ならないが、KAIROSはメインフレームGPU

処理能力の限界まで、ほぼ無限にレイヤーを

重ねられる。自由な画面レイアウト、挿入する

動画や静止画、演出効果などの素材もの編集

も自在だ。

　スイッチャーというよりメディアサーバーと

いう感覚で、PCを何台もつないで、複数のス

タッフがそれぞれの作業を同時に行える。リ

ハーサル中にディレクターの指示でコンテンツ

を修正することも可能で、時間に追われるイ

ベントの現場ではありがたい。

 シーマ所有の KAIROS は最大 64 入力／ 40

出力まで使用できるので、大人数アイドルグ

ループの中継も1 台で可能。イベント会場な

どで複数の映像出力も一括管理できる。

　映像制作の自由度をあげ、ストレスを解消

することで、イベントでの映像演出の品質がさ

らに向上しそうだ。

映りこむ心配もないし、それを避けるために、

プロジェクターのリア打ちも不要になる。オン

ラインのｘR 演出も格段に高品質なものに。

グループ会社でも同じ製造ロットの製品を仕

入れており、クロスレンタルでより大型の映像

演出にも対応する。

　進化した映像演出に慣れたイベント参加者

の、映像の大型化、高輝度、高精細、豊かな

色域表現への要望は高まる。費用対効果が問

われる BtoB イベントのなかで顧客満足と予

算の最大公約数を出すプロの企画力と提案力、

そして最新の技術力がヒビノメディアテクニ

カルの新しい力になっている。

　近い将来、大型カンファレンスの映像オペ

レーションが一変しそうだ。放送・映像機器

が IP（インターネット・プロトコル）化する。

　映像演出をてがける㈱シーマは、パナソニッ

クが開発した IT/IP 映像プラットフォーム

「KAIROS（ケイロス）」を導入。販売も行い、

　展示会や学会、表彰式などを中心に MICE

イベントの映像演出を手がけるヒビノメディア

テクニカル㈱。コロナ前は業務用機材を現場

に大量に搬入・施工する大型イベントの映像

オペレーションを行ってきた。しかし、この 2

年間は、オンライン配信事業が中心となって

いた。同社のレンタルPCの台数は2倍に増え、

多くのオペレーターをあちこち現場に派遣する

IT/IP映像プラットフォーム「KAIROS」

㈱シーマ
プロジェクト推進室
ネットワーク事業推進
チーフテクニカルディレクター
坂本 光さん

ヒビノメディアテクニカル㈱
EC 事業部 部長

竹島 哲也さん

ヒビノメディアテクニカル㈱
プロデュース事業部 部長

波多江 修平さんAR、XR技術で演出
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テルミック・ショールーム　Expot.

装置と映像の動きが生む体感

昭栄美術

空間施工から逆算した映像づくり

技術と、映像技術を組み合わせたキネティッ

クディスプレイ。背景映像の動きとモニターそ

のものが動き、モニター内の映像の動きと３つ

の動きが、不思議な感覚をつくりだす。

　ＶＲゴーグルをつけて、たまご型の筐体に

入り込むと、パーソナルな没入型空間で XR

体験ができる「NDR」は日本ではここでしか

体験できない。高解像度 VRHMD、360 度の

横方向回転と前後の動き、体感フィードバック

装置（振動装置）モーションプラットフォーム、

アロマエフェクト（オプション）など、特許取

得技術を含む機能で、五感を激しく刺激する

造作と映像を一体化した空間づくりが可能だ。

SDGs への貢献度も高い。

　ブース施工だけでなく、展示会主催事業の

サポートや、企業カンファレンスの運営を手が

けることも多くなっており、１つの案件に100

台を超えたモニターを提供したり、大型の映

像演出も行うようになってきた。そうした需要

に応えるため、昭栄美術ではモニター 500 台

を在庫、LEDビジョンも大量に導入した。装

飾のなかに自然と映像が組み込まれた空間を

つくっていく。

　セミナー運営などオペレーション人材も増

強。収録・編集・配信などのそれぞれ専門分

野に強いスタッフと外部の協力会社で、イベ

ントの映像を支える。

体験ライド。体験前には体調を整えていくこ

とを推奨。人気アニメ作品を含む７つのコンテ

ンツや、オリジナルの制作にも対応している。

　エントランスと入口付近にはさまざまLED

電飾を展示。映像データで電飾を制御したり、

2 線式で制御信号を送れるE12 パネル球サイ

ズのフルカラー LED、電飾や舞台の花道用に

上下から見える LED バーなど、技術者が喜

ぶアイテムも揃っている。動画レポートは本紙

YouTube チャンネルで公開する。

　子どものころ見たテレビ番組のワクワク感。

そのギミックが今も進化を続けている。

　テレビ番組やコンサートに電飾や機構など

を提供している（株）テルミック。今年オープン

したショールーム兼実験場「Expot.」には、

映像と体験の新しいアイデアが満載だ。

　高精細ビジョンを組みこんだ「テルスタ」は、

ハリウッド映画の多くが採用するバーチャルプ

ロダクション空間。センサリングしたカメラ位

置と向きに合わせて３D 映像がリンクして動

き、ＣＧによる背景映像と実在の被写体を同

時撮影する新しい形の実用を目指す。

　ドッキリ番組の落とし穴や昇降・回転する

機械など、テルミック創業以来の舞台装置の

　展示会やイベントの空間デザインと施工を

手がける（株）昭栄美術は、2015 年ころから映

像機器のレンタルも開始した。

　商品説明用のモニターを設置するほか、ブー

ス内セミナーや、プレゼンのライブ中継を行う

など、映像・音響機器を用いることが増えた。

そこで専門会社への外注から、自社でワンス

トップサービスを開始し、全体最適化を図るこ

とがきっかけだった。

　そうした経緯もあって、同社の映像サービ

スの強みは施工と一体となっていること。倉

庫にある映像機器の備品は他では見られない

ものが多い。オクタノルムやマキシマといった

展示ブースのシステム部材に合わせた取付金

具。太い柱に固定するための部材もある。映

像メーカーの金具ではサイズが合わなかった

り、調整が必要だったりで、現場で苦労する

ことも多かったという。

　もう一つのメリットは、ブース全体の企画・

デザインのなかに映像演出を含めて提案でき

ること。モニターや LEDビジョンは映像を流

すだけでなく、製品情報のパネル展示やデザ

イン装飾の役目も果たす。テンションファブ

リックと組み合わせたシームレスな表現など、

西尾レントオール

人とヒトをつなげる映像

　コンサートやスポーツイベントの中継車の運

用、配信スタジオの運営、さまざまなイベントの

映像演出を手がける西尾レントオール（株）の

ビジュアル営業所。徐々にコンサート、スポーツ

大会、企業イベント、展示会などリアルの現場

が戻ってきた。

　海外からの入国制限が大幅に緩和されたこと

もあり、外資系企業のイベントもすでに活発に

なっているという。彼らのイベントでも、大型映

像を使った演出が多くなっている。LEDパネル

の低価格化によるコストパフォーマンスの向

上、LED パネルが軽量化しホテルのバトンでも

大型のものが吊れるようになってきたことも要因

となっているようだ。

　企業イベント・展示会でも約 100 インチクラ

スの大型モニターやLEDビジョンを設置するケー

スも増えており、10月18日から幕張メッセで開

催された「CEATEC 2022」には新たに導入し

た LED パネルも多数投入した。

　一方、リスクヘッジのために、配信も行うハイ

ブリッド需要もいまだに多く、配信管理、パソ

コン操作、スイッチングなどのオペレーション

スタッフが必要で、リアルの担当も含めて、多く

の人手が必要になっている。業務負担は

スタジオとしても使える「テルスタ」 XRライド「NDR」

㈱テルミック
事業開発部
営業・広報チーム

岡本 智行さん

西尾レントオール（株）
ビジュアル営業所　所長

石田 裕さん

最大30°湾曲する
LEDパネルを大量に導入

㈱昭栄美術
第 2 製作部　
映像課　課長代理

片岡 勇祐さん

大きいものの、５G やメタバースなど、新しい

領域との接点ができている。また、配信業務

を行うことで、屋外のテントやトラス、床養生

などイベント関連機器・備品のレンタルだけで

なく、映像や中継、イベント運営までワンストッ

プで対応できる企業と認知されてきている。

　9 月8日から11日までの 4日間、新宿三井

住友ビルの三角広場で開催されたクリエイ

ションの祭典「NEW ENERGY TOKYO」

では架空の街をイメージした会場に LED バ

ナー（短冊形）や大型ビジョン、インスタレー

ションのカメラ演出を提供し、多くの注目を集

めた。

　今後も「人とヒトをつなげる映像」として、

映像によるコンテンツ力の強化と、レンタル市

場の可能性を追求していく。

「NEW ENERGY T0KYO」で『人とヒトをつなげる映像』
を創出。今後も映像の持つチカラ可能性を追求していく
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出展社数１.８倍で ハイブリッドに展開
 11月16日から18日に幕張メッセ会場、そしてリアルに先行する形でオンラ
イン会場を11月１日からスタートさせ、ハイブリッドに展開する「Inter BEE 
2022」。Inter BEE ディレクターの小田佳代子さんに、前回との違いや今年の
みどころについて聴いた。

一般社団法人 
日本エレクトロニクスショー協会
Inter BEE ディレクター 
  
小田 佳代子 さん     

が各地に広がっていることから、関連展示に

も期待がかかる。

　「放送事業者の方々だけでなく、ここ数年

は動画配信も進み、みんなが放送人になって

います。Inter BEE ではプロから初心者まで

『こんな映像がつくりたい』が相談できる場所。

体験やコミュニケーションを通じて、新しい

発見をしにいらしてください」（小田さん）

　音と映像と通信のプロフェッショナル展示

会「Inter BEE 2022」では、昨年に引き続き、

幕張メッセのリアル会場とオンライン会場を

組み合わせた開催形式を選択し、それぞれの

メリットと Inter BEE ならではの出展製品

特性に最適化して、展示、セッションが展開

される。今回、昨年と大きく異なるのは、オ

ンライン会場がリアルの幕張メッセ会場の会

期より約２週間先行し、11 月１日からスター

ト。前回はオンラインとリアルは同時スタート

だったが、オンラインを先行させることで出

展各社の展示情報の事前発信を強化する。ま

た、コンファレンスもプレセッションを配信し

て予習の機会を提供する。

　Inter BEE ディレクターの小田佳代子さん

は「幕張メッセ来場前に、情報のインプット

をしていただき、リアルでは実際の体験や直

接のコミュニケーションという展示会の醍醐

味を感じていただきたい。幕張メッセでの３

日間終了後も12 月 23 日までオンライン会場

はオープンしており、コンファレンスのアー

カイブ視聴や資料ダウンロードなど、約２ヶ

月の長い期間で、幅広く活用いただけるよう

用意しています」と、事前・対面・事後と三

段構えのコミュニケーション設計で参加者を

迎える。

　

出展社数は前年比１.８倍 
規模は１.５倍
　昨年、２年ぶりのリアル開催での出展社ア

ンケートでは「直接商品を説明し、商談する

ことができた」「新規のお客様と出会えた」と

対面式での開催や顧客開拓の場としての展示

会に手応えを感じるコメントが多かったとい

う。一方で来場者アンケートでは、特別企画

やコンファレンスがリアル会場では実施され

なかったこと、また、「もっと多くの展示が見

たい」との声が寄せられた。

　今回の出展社数は、前年比１.８倍、規模は

幕張メッセのホール４からホール８と１.５倍

の展開となり、「2019 年の規模までの回復は

道半ばですが、出展社の期待を感じます」と

小田さんは継続出展社の回帰だけでなく新規

出展社の裾野の広がりにも注目する。

　「今年の出展の傾向としては、キーワードと

してバーチャルプロダクション、メタバース、

放送と通信の融合による新しいビジ

ネスマッチングが挙げられます」（小

田さん）

　バーチャルプロダクションは、

昨年 In-Camera VFX のデモが注

目されたが、今年は展示ブース内

で関連展示にも広がることが期待

される。特別企画においては、実

際の制作現場の声や制作手法など

を直接聞ける機会を設ける。また、

放送局が手掛けるバーチャル空間

「Inter BEE 2022」

会期・会場：

＜幕張メッセ会場＞
 11月16日（水）〜18日（金）
 10:00 〜17:30（最終日は17 時まで）

＜オンライン＞
 11月1日（火）〜12 月23日（金）
主催：一般社団法人 電子情報技術産業協会
運営：一般社団法人日本エレクトロニクスショー

協会

Inter BEE 2022“ ”展示会  開催宣言！

株式会社　鈴木電機
〒111-0033　東京都台東区花川戸 2-12-5
TEL 03(3842)8201（代） FAX03(3845)3040

URL : http : //www.suzukidenki.co.jp

68

100％

電力
処理能力

需要

Inter BEE のリアル開催、
盛り上がりそうだね

今年は展示の熱が開催前
から伝わってきてます。
電気工事だけでなく、色々
な企画でサポートします

集い、交わる場（中規模スペース・ベニュー/イベント主催者）を企画・運営す
るひとたちが集まって、ぺちゃくちゃおしゃべりしながら、よりよいベニュー
づくりを考えるコミュニティ

In-Camera VFX のデモは昨年注目を集めた。今年はバーチャルプロダ
クション関連機器やスタジオを紹介するブースへの広がりも
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「女性ドライバー向けイベント
Driven Female Program」

女性ドライバー向けイベント
Driven Female Program

ポルシェ・エクスペリエンスセンター東京

PEC Tokyo のコース説明やインストラクター
によるドライビングのマインドセットなどを予
習してスタート

コース走行のほか、横滑り防止装置の機能体
感をドリフト体験で学ぶなどポルシェ車の機
能をフル体験する

ポルシェ初のフル電動スポーツカー ” タイカ
ン ” のデモンストレーションラップで加速の
滑らかさを体験

” タイカン ” のデモ体験のあと座学での EV 講
座はすんなりと頭に入る。EV テーマのチーム
ビルディングも実施

ブリーフィング

ドライビングプログラム

タイカンデモンストレーションラップ

EV講座・チームビルディング

読者Profile

大手メーカーマーケター 製薬会社
ミーティングプランナー

IT 企業向け
マーケティングサポーター

▶  年間イベント件数：約20件
 デジタルマーケティングと
　オフラインを組み合わせて
　販促とファンづくりに

▶  年間イベント件数：100件超
 業界のファーストムーバーとして
 異業種のトレンドを知り
 講演会に活かしたい

▶  年間イベント件数：約150件
 イベントマーケティングに関わる
 テクノロジーやツールについて
 情報収集したい

毎月30日発行
定期送付申し込み
発行所 : 株式会社 MICE 研究所
〒105-0004 東京都港区新橋 5-12-9
ABC ビル ５F
TEL03-6721-5303
sofu@event-marketing.co.jp

FREE PAPER

特 集
イベントマーケティングのトレンドを

国内外の事例や動向から分析し、
マーケター・イベンターの

皆さんと共有します。

国内・海外ニュース
ツールや

テクノロジーの最新情報、
開催直前概況・

事後レポートなどを
紹介します。

コラム
幅広い視野と独自の視点、

経験をもつ
著名人が執筆します。

インタビュー
リアルコミュニケーションを

楽しくをテーマに
話題の方々ほか、イノベーター、

イベントマーケター、
主催者の声を収録。

調査・レポート
効果測定や開催状況の集計、

効果最大化の手法など、
face to faceを科学する
レポートをお届けします。

　「ポルシェ・エクスペリエンスセ

ンター東京」（以下 PEC Tokyo）

内レストラン 906 のブランチタイム

では、参加者同士、体験したばかり

の 90 分間のドライビングプログラ

ムについて、興奮冷めやらぬうちに

と会話に花が咲く。「８年ぶりの運

転だったけれど、特別な体験だから

全部チャレンジしました」という声

も。全長約 2.1 km のハンドリング

トラック、ドリフトサークル、ダイ

ナミックエリアなど、PEC Tokyo

にはポルシェ車の性能を思う存分体

感することのできるコースがあり、

世界では９番目、日本初の体験型施

設となっている。

　10 月 19 日、施設開業から約１周

年の記念と、女性ドライバー向けイ

ベ ン ト Driven Female Program

の第４弾として体験会を開催。約 10

名が参加し、専属インストラクター

とともにポルシェ車に乗車するドラ

イビング体験やポルシェ初のフル電

動スポーツカー ” タイカン ” のデモ

ンストレーションラップ、EV をテー

マにチームアクティビティのプログ

ラムで構成された。

　ドライビング歴はさまざまでも、

性能を体感すると一様に安心感と特

別感を抱く。かく言う私も、20 年ぶ

りにハンドルを握ったにも関わらず、

ポルシェ車の懐の深さに、スポーツ

カーに対する概念が変わった。
（写真提供：PEC Tokyo、取材：樋口 陽子）

「女性ドライバー向けイベント
Driven Female Program」

会話のきっかけをつくるリモート接客サービス
SAPI-MO                                                     ―― サピエント

　展示台の前をウロウロしていると、

「こちらの製品にご興味がおありです

か？」と画面の向こうから声をかけ

られる。

　イベント人材派遣やショールーム

の運営などを手がけるサピエントが

提供する、リモート接客サービス

「SAPI-MO」のデモを体験してきた。

バイヤーが展示会場に来場し、出展

者が社内や自宅などからリモートで

接客する半バーチャルでの使用を想

定している。

　既存の Web 会議システムとの違

いは、出展者から声かけをして、来

場者とのコミュニケーションを促進

できる点だ。会議システムは、打合

せ相手と事前に時間を決めて行う設

計。初対面の相手との接点づくりに

は適していない。モニターに表示さ

れた打合せ開始ボタンを押すことは

来場者にとって高すぎるハードルだ。

　SAPI-MOは、来場者の動きをAI

で検知してオペレーターに通知する。

その際に広角カメラで、展示台周辺

での来場者の動きを記録して、どの

製品に興味をもったか、どれくらい

の深い関心をもっているかもわかる。

その情報をもとに、オペレーターが

声かけのタイミングや話す内容を判

断できる。「相手の顔がパッと映って

急に話せと言われたら、接遇は絶対

にうまくいかない」とサピエントの柳

谷小百合さんは言う。

　スライドや画像を使って説明する

のはもちろん、流れで会話が脱線し

ても、ウエブ検索した画面を共有し

て話せる。また、手元を映すサブカ

メラを用意して、来場者がもつ資料

を映して、その映像にオペレーター

がペン機能を使って説明するなど、

会話以外の画像情報も使った双方向

コミュニケーションができる。「これ

が、こうなって、こうして」という、

言葉だけでは通じない話も、まるで

隣にいるかのように通じて、リモート

接客のストレスを解消する。

　プリンターの使用も推奨される。

商談や会話した内容をメモにして渡

すことで、情報接触の機会を増やす。

「その場で話して終わりにはしない。

QRコードで関連情報を案内するのも

便利」と小畠千佳さんは話す。話し

かけるきっかけとタイミングつかむ、ビ

ジネスの最初の一歩を大切にしたい。

Pick up
the Words!

石川県出身  早稲田大学政治経済学 2
年在学中。2020 年、大学入学と同時
にアパレル EC サイトを起業。半年間
運用したのち、個人に事業譲渡。その
後独立系 VC の EastVentures にてイ
ンターン。2022 年 6 月、web3.0 時
代のインフラを作ることを目指し、日本
初の NFT チケット販売プラットフォー
ム「TicketMe」を提供する株式会社チ
ケミーを創業。代表取締役に就任。

月刊イベントマーケティングの公式 YouTube チャンネルでは、イベント関連のキーパーソンをゲストに
招いて「コースケ・よーこのミュートを解除！」を毎週金曜日の 12 時から 30 分間お届けしています。
10 月のゲストは、7 日インテックス大阪　近藤秀樹さん、14 日 株式会社マグネット佐藤勇介さんほか。

NFT で変わる !? web3 時代の
イベント主催・運営

　日本初のNFTチケット販売プラットフォーム「TicketMe」

を提供する㈱チケミーで代表取締役を務める宮下大佑

さんがゲスト。日本初のNFTチケット販売プラットフォームを創業したワケや

「TicketMe」の可能性、ローンチ後の反応、親和性が高いイベントについて語った。

　ブロックチェーンに興味があり、紙チケット、電子チケットの次は NFTと考え

て創業。チケットの転売でなく２次流通させることで、主催者も適正な利益が得

られる。適性価格に至るまで流通させ、価値の流動性を高める。長期的には、ユー

ザーの参加履歴などがデータになって、マーケティングやレコメンドの指標として

も使えるほか、コミュニティ機能がもてる。（10月21日の配信より）

宮下 大佑さん
（チケ男 /TicketMe）
株式会社チケミー

リモート接客に必要な、経験豊富な「人材」と通信機器を搭載した「システム」がセットになっ
た「SAPI-MO（サピーモ）」

㈱サピエント
コンテンツグループ　
グループリーダー
柳谷 小百合さん（左）

グループチーフ
小畠 千佳さん（右）

イベントツールの
デモ体験
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　10 月 14 日に開業した「東京たま

未来メッセ（東京都立多摩産業交流

センター）」は京王八王子駅から徒

歩 2 分、JR 八王子駅から徒歩５分

の好アクセスと無柱約 2400㎡で天

井高 10m の 1 階展示室の使い勝手

の良さ、リーズナブルな料金が特長

の展示施設。早くもイベント関係者

の注目を集め、利用に関する問い合

わせが相次いでいる。

　東京都が昨年 3 月に策定した「未

来の東京」戦略で同施設は、産業振

興の拠点の１つだ。そのため展示会

や MICE イベントの会場としてだけ

でなく、中小企業を中心とした多摩

地域の産業支援の拠点となっている。

　会場運営スタッフとは別に、産業

支援を行う専従のコーディネーター

を配し、機械工業、人気の江戸東京

野菜、桑都として栄えた繊維産業と

いった多摩地域の産業振興をソフト

面から支える。

　八王子は約 25 におよぶ大学が

キャンパスを構える学園都市でもあ

る。産学連携や、卒業後の学生やス

タートアップ企業と地元企業を結び

つける役割も期待されている。

11 月 11 日（金）と 12 日（土）に

　日本コンベンションサービスは、

「福岡大名ガーデンシティ」（福岡

市中央区）内に開業するカンファ

レンスフロアの運営を開始。施設

名は「DAIMYO CONFERENCE

（ダイミョウカンファレンス）」で、

2023 年４月に開業に向け、10 月 13

日に予約受付を開始した。

　福岡市営地下鉄空港線天神駅か

ら徒歩 3 分、「福岡大名ガーデンシ

ティ」オフィス・ホテル棟の 3、4 階

に位置し、全9室、部屋面積 753 m²、

最大収容人数 430 名のカンファレ

ンス施設で、国際会議やセミナー、

記者会見やパーティ、企業研修等、

多様なビジネスイベントに対応す

る。

は、先端技術分野・社会課題解決

に向けたイノベーション創出の

機会として、「八王子ものづくり

EXPO2022」も開催される。地元

企業の 70 社の出展や専門家による

セミナーのほか、工場見学として人

気の島田電機製作所の「1000 のボ

タン」や Wing ソーラーカーレー

スで優勝した工学院大学の機体の乗

車体験、ミニトマト収穫体験がで

きるスマート農業の展示、東京工

業専門学校による AR を使用した

溶接体験などの特別企画も用意され

ている。ビジネスマッチングだけで

なく、子どもから大人まで楽しみな

がら地元の産業に触れるきっかけと

なる。同 EXPO の様子は、本紙の

YouTubeチャンネルでレポートする。

8 【Interview/Venue Info】

産業振興にコミットする東京たま未来メッセ

会場施設情報

福岡大名ガーデンシティに 2023 年春開業
DAIMYO CONFERENCE

「DAIMYO CONFERENCE」 の 4 階
LINK ROOM1（288㎡）のイメージ

主催とは違うビジネスモデルが成り

立つので、Win-Win ですね。

　海外では展示会の M&A は多い

のですが、日本ではあまり見られま

せん。しかし、成熟産業の展示会な

どグロースしないものは、売却して

成長分野の展示会に集中し、規模拡

大ではなく収益性を向上するという

のも一つの戦略だと思います。それ

が日本の展示会産業の活性化につな

がるのではないでしょうか。

す。

　SPORTECを東京に続いて名古屋

で開催する理由の１つが、愛知・中

部地区はホリディスポーツクラブや

アイレクス・ザ・クラブといった、地

場で展開しているフィットネスクラ

ブや、アルペン・ヒマラヤスポーツ

といった企業の本社が多いことです。

私どもは、地域企業の産業競争力を

高め、地元の経済振興を支えること

を使命と考えています。ステークホ

ルダーとの強い結びつきこそが展示

会の価値と言えるでしょう。

規模拡大だけではない
事業譲渡含めた成長戦略
　どのように展示会の価値を高める

か。そのために、必ずしも主催でな

くても良いと考え、「エンディング産

業展」の東京博善への事業譲渡とい

う形になりました。

　展示会の専門会社である私どもの

プロフィットは、出展料金など展示

会での収益がほとんどですが、斎場

の運営など葬祭事業を展開する広済

堂グループの東京博善にとって、展

示会を主催することは、多くの事業

でのシナジーを生みます。

　私どもは展示会の売却益が得られ

るほか、運営ノウハウを活かして同

展の運営をサポートしていくことで、

　11 月9日から 3日間ポートメッセ 

なごやで「SPORTEC Nagoya2022」 

を開催します。昨年 6 月の名古屋初

開催に次ぐ 2 回目となる今回は、新

第 1 展示館が会場となります。

　同展はスポーツ・健康産業に関わ

る有力企業 350 社（同時開催展含む）

が集まる中部地区最大の専門展です。

スポーツ・健康マーケットはアフター

コロナの市場の中で最も投資が活発

で、産業の成長が見込める有望な市

場です。

　 会 期 中 に は、「Wellness & 

Beauty Nagoya 2022」、「レジャー

＆アウトドア Nagoya2022」、「第３

回感染症対策総合展」など、関連性

の高い展示会が同時開催します。　

　会場には、スポーツ・健康業界へ

の新規参入や投資を考える2 万 5000

人が集まり、製品を手に取り、サー

ビスを体験して、対面の商談による

信頼関係を構築する場となります。

名古屋開催の意義と
展示会の価値
　展示会運営の売上は、開催規模の

大小によって変わりますが、運営経

費はそれほど大きな変化がありませ

ん。つまり市場規模が大きい東京で

開催することが最適で、そのため多

くの展示会が東京で開催されていま

TSO International 株式会社 代表取締役   佐々木 剛さん   

地場産業との強い絆と展示会価値向上の
戦略

主催者インタビュー

　今年 10 月に開業したポートメッセなごやの新第 1展示館で、開
催される SPORTEC Nagoya2022 について、その見どころや、展
示会を各地域で開催する意義と手法について同展を主催する TSO 
International ㈱代表取締役の佐々木剛さんにうかがった。先日発表し
た エンディング産業展 M&A の経緯の話題にも触れている。

開催概要
名称：展示会名 
SPORTEC Nagoya2022

会期：2022 年
　　  11 月 9 日（水）～ 11 日（金）
時間：10:00 ～ 17:00
会場：ポートメッセなごや 
 新第 1 展示館
入場： 完全登録制

※オンライン事前登録か招待
券持参が必要         

SPORTEC Nagoya2022“ ”
多摩織をイメージした1階展示室の天井

東京たま未来メッセ
副センター長
松浦 一 さん     

SPORTECの会場


